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業務の IT 化の進展は著しく、IT インフラ（ネットワーク環境や情報システム）は業務推進の

ライフラインとしてなくてはならないものとなった。一方、IT インフラを取り巻く環境の変化に

伴いサイバー攻撃の脅威がグローバル化し、各種情報システムへの不正アクセスやウイルス感染、

Web サイトの改ざん等の情報セキュリティインシデントが急増、業務に係わる機微情報の漏えい

やシステムの破壊等、情報セキュリティ上のリスクが高まっている。 
日本原子力研究開発機構においても情報セキュリティに関する対策は重要課題となっており、

システム計算科学センターでは、情報セキュリティ上の脅威から情報資産を守るため、①情報セ

キュリティ関連規程類の整備、②情報セキュリティ機器の整備・運用、③情報セキュリティ教育

の実施、を三位一体として取り組んでいる。 
 
本報告書は、情報セキュリティ対策の取り組みの一つである情報セキュリティ教育について、

ｅラーニングにより実施している内容を教材集としてまとめたものである。 
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With the rapid progress of the utilization of Information Technology (IT), IT infrastructure 
(network environment and information system) became crucial as a lifeline for promoting 
business. At the same time, changes in the circumstances surrounding the IT infrastructure 
globalize the threat of cyber attacks and increase the risk of the information security such as 
unlawful access to an information system, viral infection, an alteration of a website, 
disclosure of subtlety information, destruction of an information system and so on. 

 
Information security measure is an important issue in Japan Atomic Energy Agency 

(JAEA). In order to protect the information property of JAEA from the threat, Center for 
Computational Science & e-Systems (CCSE) has been taking triadic measures for information 
security: (1) to lay down a set of information security rules, (2) to introduce security 
equipments to backbone network and (3) to provide information security education. 

 
This report is a summary of the contents of the information security education by 

e-learning. 
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１. はじめに 
 

情報セキュリティ上の脅威は、近年急速に高度化、巧妙化、複雑化してきており、徹底した情

報セキュリティ対策への取り組みが欠かせない。特に巧妙化の著しいサイバー攻撃は、ネットワ

ークサイド（IT インフラ）におけるシステム的対策だけで防ぐことは困難であり、ユーザサイド

（IT インフラ利用者）の情報セキュリティ対策強化が不可欠である。このため、日本原子力研究

開発機構（以下、原子力機構という）システム計算科学センターでは、 
①制度：情報セキュリティ関連規程類の整備、 
②システム：情報セキュリティ機器の整備・運用、 
③教育：情報セキュリティ教育の実施 

を三位一体として、情報セキュリティ対策に取り組んでいる。本報告書では、これらの取り組み

における情報セキュリティ教育について取り上げる。 
情報セキュリティ対策においては、小さなセキュリティホールが大きな脅威となり、組織に甚

大な被害をもたらすことになる。情報セキュリティ教育においても原子力機構の職員等全員がも

れなく受講してこそ意義があり、受講の徹底が不可欠である。このため、情報セキュリティ教育

の実施にあたっては、集合教育方式ではなく、受講のしやすいｅラーニングを活用した学習方式

を採用した。ｅラーニングを活用することにより、受講者は自身の都合のよい時間帯に自身のパ

ソコン等（以下、PC という）を用いて受講することが可能となり、教育の徹底に効果が見込まれ

る。 
原子力機構における情報セキュリティ教育は、平成 18 年度の開始以来、情報セキュリティに関

する規程類の解説などの基本的事項から、世の中の情勢・動向に合わせた個々の対策までを幅広

く解説してきた。多くの組織でも情報セキュリティ教育を実施し、また教育教材を必要としてい

る反面、情報セキュリティ教育に関する一貫性のある教育教材としてまとめられた資料は少なく、

体系的にとりまとめたハンドブックの有効性は高いと考える。そこで、平成 18 年度以降毎年体系

的に実施してきた教育で用いた教材を本報告書にまとめた。 
本報告書は、情報セキュリティ情勢や情報セキュリティ対策の確認・点検だけでなく、多くの

組織に共通する課題としての情報セキュリティ意識の向上に役立つものと期待する。 
 
 

２. 情報セキュリティ教育の概要 
 

平成 18 年 4 月に制定された「情報セキュリティ管理規程(18(規程)第 26 号)」において、情報

セキュリティ教育の実施が盛り込まれ、平成 18 年度より原子力機構の全職員等を対象に情報セキ

ュリティ教育を開始した。情報セキュリティ教育では、 
・IT インフラの利用者に対する情報セキュリティ意識の向上 
・IT インフラの利用者における効果的かつ確実な対策の実施 

を主眼に、情報セキュリティ規程類、情報セキュリティ情勢、インシデント事例、具体的対策方

法などを丁寧に解説するとともに、継続的な実施に努めている。本情報セキュリティ教育は、原



子力機構の IT インフラを利用する全ての方を対象としており、原子力機構の役職員の他、人材派

遣契約、請負契約等に基づいて原子力機構の電子メールアドレスを付与されている方を含め、約

8,000 名（平成 25 年 7 月現在）が受講対象となっている。

また、全職員等対象の基本教育・

制や立場に応じた教育も実施しており、

面から教育に取り組んでいる（図

 

 
本報告書では、3 章に情報セキュリティ教育教材の概要を示し、付録として個々の教材をまと

める。なお、情報セキュリティ教育に使用した教材は、平成

販教材を利用したものの、すべてシステム計算科学センターで独自に作成したものである。

 
  

３

  
 情報セキュリティ教育は、図

子力機構の事案・動向などを取り上げ、注意喚起と啓蒙、その対策や手順
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を利用する全ての方を対象としており、原子力機構の役職員の他、人材派

遣契約、請負契約等に基づいて原子力機構の電子メールアドレスを付与されている方を含め、約

月現在）が受講対象となっている。 
基本教育・一般教育以外にも課室長向けや公開サーバ管理者向け等、職

制や立場に応じた教育も実施しており、基本的・一般的な教育だけでなく、専門的な教育との両

（図 1）。 

図 1 情報セキュリティ教育体系 

章に情報セキュリティ教育教材の概要を示し、付録として個々の教材をまと

める。なお、情報セキュリティ教育に使用した教材は、平成 18 年度教育の一部で富士通社製の市

販教材を利用したものの、すべてシステム計算科学センターで独自に作成したものである。

３. 情報セキュリティ教育教材の内容 

情報セキュリティ教育は、図 1 の体系に基づき、基本教育をベースに時勢に沿った世の中や原

子力機構の事案・動向などを取り上げ、注意喚起と啓蒙、その対策や手順について

を利用する全ての方を対象としており、原子力機構の役職員の他、人材派

遣契約、請負契約等に基づいて原子力機構の電子メールアドレスを付与されている方を含め、約

一般教育以外にも課室長向けや公開サーバ管理者向け等、職

一般的な教育だけでなく、専門的な教育との両

 

章に情報セキュリティ教育教材の概要を示し、付録として個々の教材をまと

年度教育の一部で富士通社製の市

販教材を利用したものの、すべてシステム計算科学センターで独自に作成したものである。 

の体系に基づき、基本教育をベースに時勢に沿った世の中や原

について毎年度体系的



に解説を行っている（図 2）。 
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図 2 情報セキュリティ教育の流れ 
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３.１ 情報セキュリティ入門（平成 18 年度教育） 
情報セキュリティに関する基礎知識習得を目的とした富士通社製の市販教材「利用部門のため

の情報セキュリティ入門～現場で役立つ対策～」を利用した。 
タイトルのとおり入門向けの教材であるが、脅威の種類とその対策、守るべき情報資産の選定

と管理方法、ソフトウェアの導入管理、サーバ等の設置場所に求められる物理セキュリティ等を

幅広く解説している。なお、市販教材のため本報告集には収録していない。 
 

３.２ 情報セキュリティ規程概要（平成 18 年度教育） 
原子力機構の情報セキュリティ関連規程の周知を目的に実施した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・情報セキュリティ管理規程について     ［p.9］ 
・情報セキュリティポリシーとその基本的考え方    ［pp.9-10］ 
・原子力機構における情報セキュリティ対策のための体制と責務  ［pp.10-12］ 
・情報セキュリティに関するインシデント連絡体制   ［p.13］ 
 

３.３ PC および原子力機構外での情報の取り扱いに関する遵守事項（平成 19 年度教育） 
情報セキュリティ管理規程、情報システムセキュリティ対策基準に続いて整備された「PC 等情

報セキュリティ実施手順書」、「原子力機構外での情報処理に関する実施手順書」の周知を目的に

実施した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・情報漏えい事例と分析      ［pp.15-16］ 
・情報セキュリティ関連規程と課室情報セキュリティ責任者の役割  ［p.17］ 
・PC の情報システム運用管理者が PC に行なうべき設定   ［pp.18-19］ 
・PC の利用者が PC に行なうべき設定及び PC 利用時の遵守事項  ［pp.19-22］ 
・原子力機構外で情報処理を行う場合の遵守事項    ［p.23］ 
・原子力機構外へ持ち出す情報機器の管理と手続き   ［pp.23-24］ 
・原子力機構支給以外の情報システムを利用する場合の遵守事項  ［pp.25-26］ 
・情報セキュリティインシデント時の対応    ［pp.27-28］ 
 

３.４ 最近の情報セキュリティ事案の傾向と対策（平成 20 年度教育） 
過去に発生した情報セキュリティ事案を取り上げ、その概要と対策の周知及び注意喚起を目的

に実施した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・USB メモリを媒介とするウイルス感染事案と対策   ［pp.30-31］ 
・偽セキュリティソフトによるウイルス感染事案と対策   ［pp.31-32］ 
・改ざんされたウェブサイト閲覧によるウイルス感染事案と対策  ［p.33］ 
・利用禁止ソフトを悪用するウイルスによる情報漏えい事案と対策  ［pp.34-35］ 
・PC 等情報機器の盗難、紛失による情報漏えい事案と対策   ［pp.36-38］ 
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・情報セキュリティインシデント発生時の対応    ［p.39］ 
 

３.５ 公開サーバのセキュリティ対策（平成 20 年度教育） 
原子力機構には、外部への情報発信を行なっている公開サーバが約 60 サイトある。これら公開

サーバで実施すべき情報セキュリティ対策の周知を目的に、独立行政法人 情報処理推進機構

(IPA)が取り纏めている公開資料「安全なウェブサイトの作り方」等を参考に実施した教育である。

なお、本教育は、公開サーバの運用管理者を対象とする専門教育として実施した。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・不要なサービスの停止・無効化     ［pp.42-44］ 
・OS や各種サーバソフトのセキュリティパッチの適用   ［pp.45-46］ 
・アクセス権限の適切な管理      ［p.47］ 
・パスワードの適切な管理      ［pp.48-49］ 
・不要なファイル、プログラムの削除     ［p.50］ 
・ログの管理        ［p.51］ 
・ウェブアプリケーションに対する攻撃の基礎知識   ［pp.52-53］ 
・ウェブアプリケーションの作成時に考慮すべき事項   ［pp.54-55］ 

 
３.６ コンピュータウイルス対策（平成 21 年度教育） 

平成 21 年度に入ってからも USB メモリを媒介とするウイルスの検知が頻発していること、ア

ップデート等の実施を怠っている利用者が散見されることから、注意の再喚起と規程等の再周知

を目的に実施した教育である。 
本教育は、本編と操作手順編の 2 つの教材で構成しており、本編では以下の事項について解説

している。 
・原子力機構で検知されるウイルスの侵入経路    ［pp.57-58］ 
・ウイルス対策７ヵ条       ［pp.59-60］ 
・ソフトウェアの脆弱性対策      ［pp.60-61］ 
・システム計算科学センター配布ウイルス対策ソフトの導入  ［p.62］ 
・外部から持ち込まれた記憶媒体のウイルス対策    ［p.62］ 
操作手順編は、OS やアプリケーションソフトの修正パッチ適用、ウイルス対策ソフトによるフ

ルスキャン検査などの情報セキュリティ対策について、その詳しい設定手順をステップ・バイ・

ステップ方式で模擬操作しながら習得できるようになっている。なお、操作手順篇は動画コンテ

ンツであるため、操作項目を説明する表示画面のみ収録した。        ［pp.64-67］ 
 
３.７ 情報セキュリティ事案への対策と自己点検（平成 22 年度教育） 

平成 22 年度に発生した情報セキュリティ事案及びトピックスの周知と注意喚起を目的に実施

した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・原子力機構における盗難被害事例と盗難・亡失対策   ［pp.69-71］ 
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・原子力機構に届いた不審メールの例と不審メールを見分けるポイント ［pp.72-74］ 
・サポートが終了する OS の対応      ［pp.75-76］ 
・ウイルス対策７ヵ条       ［p.77］ 
・ソフトウェアの脆弱性対策      ［p.78］ 
・外部から持ち込まれた記憶媒体のウイルス対策    ［p.79］ 
・自動実行（Autorun）機能の停止手順     ［pp.79-80］ 

 
３.８ 情報セキュリティ脅威の動向と対策（平成 23 年度教育） 

平成 23 年秋以降、政府関連機関、防衛関連企業等で相次いだ標的型攻撃や、スマートデバイス

を取り巻く脅威が増加していることを受 6 けて、注意喚起と情報セキュリティ対策の周知を目的

に実施した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・防衛関連企業における標的型攻撃の事例    ［pp.83-84］ 
・標的型攻撃への対策【脆弱性対策編】     ［pp.85-86］ 
・標的型攻撃への対策【メール編】     ［pp.87-88］ 
・標的型攻撃への対策【ウイルス対策ソフト編】    ［pp.88-89］ 
・スマートデバイスを取り巻く脅威と現状    ［pp.90-91］ 
・日頃取り組むべき情報セキュリティ対策の再徹底   ［pp.92-96］ 

 
３.９ 原子力機構内における情報セキュリティ事案とその対策（平成 24 年度教育） 

平成 24 年度は、標的型攻撃による原子力機構 PC からの情報漏えい事案や、海外出張中の原子

力機構職員が PC 盗難被害に遭う事案が発生したことを受けて、標的型攻撃の手口と対策、情報

漏えい発生時の連絡方法の周知を目的に実施した教育である。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・原子力機構に対する標的型攻撃の事例     ［pp.100-102］ 
・標的型攻撃メールの特徴と対策     ［pp.102-104］ 
・メールシステムのおける制限事項     ［p.104］ 
・問い合わせ対応専用 PC の設置      ［p.105］ 
・原子力機構での盗難事例と問題点、対策、緊急時の対応   ［pp.106-107］ 
・PC、ネットワークの正しい利用     ［pp.108-109］ 
・ウイルス検出数の傾向と対策      ［pp.110-111］ 
・メーカーサポートが終了する OS などの対応    ［pp.111-112］ 
・電子メールのテキスト設定、パスワードの適正設定   ［p.113］ 

 
３.１０ パソコンなどの盗難事案における情報セキュリティ対策と連絡対応（平成24年度教育） 

海外出張中の原子力機構職員が PC 盗難被害に遭う事案が発生したことを受けて、課室情報セ

キュリティ責任者（原子力機構外での情報処理の許可者）としての役割と責任を課室長に再認識

してもらうことを目的に実施した教育である。なお、本教育は、課室情報セキュリティ責任者（課



室長）を対象とする専門教育として実施した。

本教育では、以下の事項について解説している。

・原子力機構における盗難被害事例と問題点

・盗難・亡失への対策  
・盗難・亡失へのリスク分析

・盗難・亡失が発生した場合の連絡

 
 

 
 情報セキュリティ教育は、平成

して原子力機構内に浸透し、平成

情報セキュリティに関するアンケート調査において、各部署の情報セキュリティ意識の向上が確

認されており（図 3）、情報セキュリティ教育

優先」と考える部署が増大し、「情報セキュリティの確保に努めざるを得ない」と考える部署を合

わせて、全体の 97%以上が情報セキュリティを重要視している

今後も情報セキュリティに関する知識の周知や啓蒙を進め

向上を図っていく。 
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室長）を対象とする専門教育として実施した。 
本教育では、以下の事項について解説している。 
・原子力機構における盗難被害事例と問題点    

      
・盗難・亡失へのリスク分析      
・盗難・亡失が発生した場合の連絡     

４. おわりに 

情報セキュリティ教育は、平成 18 年度の開始以降、7 年が経過した。「必ず受講する教育」と

して原子力機構内に浸透し、平成 23 年度以降は受講率 100％を維持している。毎年行なっている

情報セキュリティに関するアンケート調査において、各部署の情報セキュリティ意識の向上が確

情報セキュリティ教育の効果が現れている。「情報セキュリティ対策を最

優先」と考える部署が増大し、「情報セキュリティの確保に努めざるを得ない」と考える部署を合

以上が情報セキュリティを重要視していることが分かる。

今後も情報セキュリティに関する知識の周知や啓蒙を進め、情報セキュリティ意識のさらなる

図 3 情報セキュリティ意識調査 
 

 ［pp.116-117］ 
 ［pp.118-119］ 
 ［pp.119-120］ 
 ［pp.120-122］ 

年が経過した。「必ず受講する教育」と

％を維持している。毎年行なっている

情報セキュリティに関するアンケート調査において、各部署の情報セキュリティ意識の向上が確

「情報セキュリティ対策を最

優先」と考える部署が増大し、「情報セキュリティの確保に努めざるを得ない」と考える部署を合

が分かる。 
、情報セキュリティ意識のさらなる
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国際単位系（SI）

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年改訂）
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